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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介してデバイスを管理するデバイス管理システムであって、
　デバイスの置換の予約を受け付ける置換予約受付手段と、
　前記置換予約受付手段によって受け付けられた前記予約に含まれる置換の予定時以前の
特定の時点において置換前のデバイスから特定の情報を取得する特定情報取得手段と、
　前記置換前のデバイスに対する置換後のデバイスを特定する置換後デバイス特定手段と
、
　前記特定情報取得手段によって取得された前記特定の情報を、前記置換後デバイス特定
手段によって特定された前記置換後のデバイスに設定する特定情報設定手段と、
　デバイスの位置情報を取得する位置情報取得手段とを備え、
　前記置換後デバイス特定手段は、前記置換前のデバイスから前記置換後のデバイスに置
換されたことを、前記置換前のデバイスの位置情報と、前記位置情報取得手段によって取
得された前記置換後のデバイスの位置情報とに基づいて判断することを特徴とするデバイ
ス管理システム。
【請求項２】
　前記特定の情報の設定の許可のための操作を受け付けるための許可受付用情報を前記置
換後のデバイスに送信する許可受付用情報送信手段を備え、
　前記特定情報設定手段は、前記許可受付用情報送信手段によって前記許可受付用情報が
送信された前記置換後のデバイスから前記許可が送信されてきた場合に前記特定の情報を
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前記置換後のデバイスに設定することを特徴とする請求項１に記載のデバイス管理システ
ム。
【請求項３】
　ネットワークを介してデバイスを管理するデバイス管理システムであって、
　デバイスの置換の予約を受け付ける置換予約受付手段と、
　前記置換予約受付手段によって受け付けられた前記予約に含まれる置換の予定時以前の
特定の時点において置換前のデバイスから特定の情報を取得する特定情報取得手段と、
　前記置換前のデバイスに対する置換後のデバイスを特定する置換後デバイス特定手段と
、
　前記特定情報取得手段によって取得された前記特定の情報を、前記置換後デバイス特定
手段によって特定された前記置換後のデバイスに設定する特定情報設定手段と、
　前記特定の情報の設定の要求のための操作を受け付けるための要求受付用情報を前記ネ
ットワーク上のデバイスに配信する要求受付用情報配信手段とを備え、
　前記置換後デバイス特定手段は、前記要求受付用情報配信手段によって前記要求受付用
情報が配信されたデバイスのうち前記要求を送信してきたデバイスを前記置換後のデバイ
スとして特定することを特徴とするデバイス管理システム。
【請求項４】
　前記予約は、前記置換後のデバイスの種類を含み、
　前記要求受付用情報配信手段は、前記ネットワーク上のデバイスのうち、前記予約に含
まれる種類のデバイスのみに前記要求受付用情報を配信することを特徴とする請求項３に
記載のデバイス管理システム。
【請求項５】
　前記予約は、パスワードを含み、
　前記置換後デバイス特定手段は、前記要求に含まれるパスワードが前記予約に含まれて
いる場合に、前記要求を送信してきたデバイスを前記置換後のデバイスとして特定するこ
とを特徴とする請求項３または請求項４に記載のデバイス管理システム。
【請求項６】
　ネットワークを介してデバイスを管理するデバイス管理システムであって、
　デバイスの置換の予約を受け付ける置換予約受付手段と、
　前記置換予約受付手段によって受け付けられた前記予約に含まれる置換の予定時以前の
特定の時点において置換前のデバイスから特定の情報を取得する特定情報取得手段と、
　前記置換前のデバイスに対する置換後のデバイスを特定する置換後デバイス特定手段と
、
　前記特定情報取得手段によって取得された前記特定の情報を、前記置換後デバイス特定
手段によって特定された前記置換後のデバイスに設定する特定情報設定手段と、
　デバイスの登録を受け付ける登録受付手段と、
　前記特定の情報の設定の要求のための操作を受け付けるための要求受付用情報を前記登
録の入力元に送信する要求受付用情報送信手段とを備え、
　前記要求受付用情報送信手段は、新たなデバイスの登録が前記登録受付手段によって受
け付けられた場合に前記要求受付用情報を送信し、
　前記置換後デバイス特定手段は、前記要求受付用情報送信手段によって前記要求受付用
情報が送信された前記入力元から前記要求が送信されてきた場合に、前記登録受付手段に
よって受け付けられた前記新たなデバイスを前記置換後のデバイスとして特定することを
特徴とするデバイス管理システム。
【請求項７】
　前記予約は、利用者の識別情報を含み、
　前記要求受付用情報送信手段は、前記登録受付手段によって受け付けられた前記新たな
デバイスの登録の要求者の識別情報が前記予約に含まれている場合に、前記要求受付用情
報を送信することを特徴とする請求項６に記載のデバイス管理システム。
【請求項８】
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　前記予約は、前記置換後のデバイスの種類を含み、
　前記要求受付用情報送信手段は、前記登録受付手段によって受け付けられた前記新たな
デバイスの種類が前記予約に含まれている場合に、前記要求受付用情報を送信することを
特徴とする請求項６または請求項７に記載のデバイス管理システム。
【請求項９】
　ネットワークを介してデバイスを管理するデバイス管理プログラムであって、
　デバイスの置換の予約を受け付ける置換予約受付手段、
　前記置換予約受付手段によって受け付けられた前記予約に含まれる置換の予定時以前の
特定の時点において置換前のデバイスから特定の情報を取得する特定情報取得手段、
　前記置換前のデバイスに対する置換後のデバイスを特定する置換後デバイス特定手段、
　前記特定情報取得手段によって取得された前記特定の情報を、前記置換後デバイス特定
手段によって特定された前記置換後のデバイスに設定する特定情報設定手段、および、
　デバイスの位置情報を取得する位置情報取得手段としてコンピューターを機能させ、
　前記置換後デバイス特定手段は、前記置換前のデバイスから前記置換後のデバイスに置
換されたことを、前記置換前のデバイスの位置情報と、前記位置情報取得手段によって取
得された前記置換後のデバイスの位置情報とに基づいて判断することを特徴とするデバイ
ス管理プログラム。
【請求項１０】
　ネットワークを介してデバイスを管理するデバイス管理プログラムであって、
　デバイスの置換の予約を受け付ける置換予約受付手段、
　前記置換予約受付手段によって受け付けられた前記予約に含まれる置換の予定時以前の
特定の時点において置換前のデバイスから特定の情報を取得する特定情報取得手段、
　前記置換前のデバイスに対する置換後のデバイスを特定する置換後デバイス特定手段、
　前記特定情報取得手段によって取得された前記特定の情報を、前記置換後デバイス特定
手段によって特定された前記置換後のデバイスに設定する特定情報設定手段、および、
　前記特定の情報の設定の要求のための操作を受け付けるための要求受付用情報を前記ネ
ットワーク上のデバイスに配信する要求受付用情報配信手段としてコンピューターを機能
させ、
　前記置換後デバイス特定手段は、前記要求受付用情報配信手段によって前記要求受付用
情報が配信されたデバイスのうち前記要求を送信してきたデバイスを前記置換後のデバイ
スとして特定することを特徴とするデバイス管理プログラム。
【請求項１１】
　ネットワークを介してデバイスを管理するデバイス管理プログラムであって、
　デバイスの置換の予約を受け付ける置換予約受付手段、
　前記置換予約受付手段によって受け付けられた前記予約に含まれる置換の予定時以前の
特定の時点において置換前のデバイスから特定の情報を取得する特定情報取得手段、
　前記置換前のデバイスに対する置換後のデバイスを特定する置換後デバイス特定手段、
　前記特定情報取得手段によって取得された前記特定の情報を、前記置換後デバイス特定
手段によって特定された前記置換後のデバイスに設定する特定情報設定手段、
　デバイスの登録を受け付ける登録受付手段、および、
　前記特定の情報の設定の要求のための操作を受け付けるための要求受付用情報を前記登
録の入力元に送信する要求受付用情報送信手段としてコンピューターを機能させ、
　前記要求受付用情報送信手段は、新たなデバイスの登録が前記登録受付手段によって受
け付けられた場合に前記要求受付用情報を送信し、
　前記置換後デバイス特定手段は、前記要求受付用情報送信手段によって前記要求受付用
情報が送信された前記入力元から前記要求が送信されてきた場合に、前記登録受付手段に
よって受け付けられた前記新たなデバイスを前記置換後のデバイスとして特定することを
特徴とするデバイス管理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、ネットワークを介してデバイスを管理するデバイス管理システムおよびデバ
イス管理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ネットワークを介してデバイスを管理するデバイス管理システムとして、新たな
デバイスが登録された場合に、ネットワーク上のデバイスのうち特定の条件を満たすデバ
イスから取得した情報を、新たなデバイスに設定するデバイス管理システムが知られてい
る（例えば、特許文献１、２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１６０９５０号公報
【特許文献２】特開２０１１－２１１３０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のデバイス管理システムにおいては、デバイスが置換される場合に
、置換後のデバイスがネットワークに接続された時点で置換前のデバイスがネットワーク
から既に外されているとき、置換前のデバイスから取得した情報を置換後のデバイスに設
定することができないという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、置換後のデバイスがネットワークに接続された時点で置換前のデバ
イスがネットワークから既に外されている場合であっても、置換前のデバイスから取得し
た情報を置換後のデバイスに設定することができるデバイス管理システムおよびデバイス
管理プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のデバイス管理システムは、ネットワークを介してデバイスを管理するデバイス
管理システムであって、デバイスの置換の予約を受け付ける置換予約受付手段と、前記置
換予約受付手段によって受け付けられた前記予約に含まれる置換の予定時以前の特定の時
点において置換前のデバイスから特定の情報を取得する特定情報取得手段と、前記置換前
のデバイスに対する置換後のデバイスを特定する置換後デバイス特定手段と、前記特定情
報取得手段によって取得された前記特定の情報を、前記置換後デバイス特定手段によって
特定された前記置換後のデバイスに設定する特定情報設定手段とを備えることを特徴とす
る。
【０００７】
　この構成により、本発明のデバイス管理システムは、デバイスの置換の予約に含まれる
置換の予定時以前の特定の時点において置換前のデバイスから情報を取得しておくので、
置換後のデバイスがネットワークに接続された時点で置換前のデバイスがネットワークか
ら既に外されている場合であっても、置換前のデバイスから取得した情報を置換後のデバ
イスに設定することができる。
【０００８】
　また、本発明のデバイス管理システムは、デバイスの位置情報を取得する位置情報取得
手段を備え、前記置換後デバイス特定手段は、前記置換前のデバイスから前記置換後のデ
バイスに置換されたことを、前記置換前のデバイスの位置情報と、前記位置情報取得手段
によって取得された前記置換後のデバイスの位置情報とに基づいて判断しても良い。
【０００９】
　この構成により、本発明のデバイス管理システムは、置換前のデバイスから置換後のデ
バイスに置換されたことをデバイスの位置情報に基づいて自動的に判断することができる
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ので、利便性を向上することができる。
【００１０】
　また、本発明のデバイス管理システムは、前記特定の情報の設定の許可のための操作を
受け付けるための許可受付用情報を前記置換後のデバイスに送信する許可受付用情報送信
手段を備え、前記特定情報設定手段は、前記許可受付用情報送信手段によって前記許可受
付用情報が送信された前記置換後のデバイスから前記許可が送信されてきた場合に前記特
定の情報を前記置換後のデバイスに設定しても良い。
【００１１】
　この構成により、本発明のデバイス管理システムは、置換前のデバイスから取得した情
報を置換後のデバイスに設定する許可が置換後のデバイスを介して利用者によってなされ
た場合に、置換前のデバイスから取得した情報を置換後のデバイスに設定するので、置換
前のデバイスから取得した情報を置換後のデバイスに利用者の希望に応じて設定すること
ができる。
【００１２】
　また、本発明のデバイス管理システムは、前記特定の情報の設定の要求のための操作を
受け付けるための要求受付用情報を前記ネットワーク上のデバイスに配信する要求受付用
情報配信手段を備え、前記置換後デバイス特定手段は、前記要求受付用情報配信手段によ
って前記要求受付用情報が配信されたデバイスのうち前記要求を送信してきたデバイスを
前記置換後のデバイスとして特定しても良い。
【００１３】
　この構成により、本発明のデバイス管理システムは、置換前のデバイスから取得した情
報を置換後のデバイスに設定する要求が置換後のデバイスを介して利用者によってなされ
た場合に、置換前のデバイスから取得した情報を置換後のデバイスに設定するので、置換
前のデバイスから取得した情報を置換後のデバイスに利用者の希望のタイミングで設定す
ることができる。
【００１４】
　また、本発明のデバイス管理システムにおいて、前記予約は、前記置換後のデバイスの
種類を含み、前記要求受付用情報配信手段は、前記ネットワーク上のデバイスのうち、前
記予約に含まれる種類のデバイスのみに前記要求受付用情報を配信しても良い。
【００１５】
　この構成により、本発明のデバイス管理システムは、置換後のデバイスではないことが
明確なデバイスに要求受付用情報を配信しないので、置換前のデバイスから取得した情報
を置換後のデバイスに設定する要求を要求受付用情報に基づいて受け付けるデバイスが限
定され、デバイスの使用者に要求受付用情報に基づいた不要な判断をさせる可能性を低減
することができる。
【００１６】
　また、本発明のデバイス管理システムにおいて、前記予約は、パスワードを含み、前記
置換後デバイス特定手段は、前記要求に含まれるパスワードが前記予約に含まれている場
合に、前記要求を送信してきたデバイスを前記置換後のデバイスとして特定しても良い。
【００１７】
　この構成により、本発明のデバイス管理システムは、置換前のデバイスから取得した情
報を置換後のデバイスに設定する要求が、パスワードを認識している利用者以外の者によ
ってなされた場合に、置換前のデバイスから取得した情報を置換後のデバイスに設定しな
いので、置換前のデバイスから取得した情報が第三者に漏れ出すことを防止することがで
きる。
【００１８】
　また、本発明のデバイス管理システムは、デバイスの登録を受け付ける登録受付手段と
、前記特定の情報の設定の要求のための操作を受け付けるための要求受付用情報を前記登
録の入力元に送信する要求受付用情報送信手段とを備え、前記要求受付用情報送信手段は
、新たなデバイスの登録が前記登録受付手段によって受け付けられた場合に前記要求受付
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用情報を送信し、前記置換後デバイス特定手段は、前記要求受付用情報送信手段によって
前記要求受付用情報が送信された前記入力元から前記要求が送信されてきた場合に、前記
登録受付手段によって受け付けられた前記新たなデバイスを前記置換後のデバイスとして
特定しても良い。
【００１９】
　この構成により、本発明のデバイス管理システムは、置換前のデバイスから取得した情
報を置換後のデバイスに設定する要求が置換後のデバイスの登録の入力元を介して利用者
によってなされた場合に、置換前のデバイスから取得した情報を置換後のデバイスに設定
するので、置換前のデバイスから取得した情報を置換後のデバイスに利用者の希望のタイ
ミングで設定することができる。
【００２０】
　また、本発明のデバイス管理システムにおいて、前記予約は、利用者の識別情報を含み
、前記要求受付用情報送信手段は、前記登録受付手段によって受け付けられた前記新たな
デバイスの登録の要求者の識別情報が前記予約に含まれている場合に、前記要求受付用情
報を送信しても良い。
【００２１】
　この構成により、本発明のデバイス管理システムは、予約において特定される利用者が
新たなデバイスの登録を要求した場合に、置換前のデバイスから取得した情報を置換後の
デバイスに設定する要求のための操作を受け付けるための要求受付用情報を送信するので
、置換前のデバイスから取得した情報が第三者に漏れ出すことを防止することができる。
【００２２】
　また、本発明のデバイス管理システムにおいて、前記予約は、前記置換後のデバイスの
種類を含み、前記要求受付用情報送信手段は、前記登録受付手段によって受け付けられた
前記新たなデバイスの種類が前記予約に含まれている場合に、前記要求受付用情報を送信
しても良い。
【００２３】
　この構成により、本発明のデバイス管理システムは、置換後のデバイスではないことが
明確なデバイスが新たに登録されても要求受付用情報を送信しないので、デバイスの登録
者に要求受付用情報に基づいた不要な判断をさせる可能性を低減することができる。
【００２４】
　本発明のデバイス管理プログラムは、ネットワークを介してデバイスを管理するデバイ
ス管理プログラムであって、デバイスの置換の予約を受け付ける置換予約受付手段、前記
置換予約受付手段によって受け付けられた前記予約に含まれる置換の予定時以前の特定の
時点において置換前のデバイスから特定の情報を取得する特定情報取得手段、前記置換前
のデバイスに対する置換後のデバイスを特定する置換後デバイス特定手段、および、前記
特定情報取得手段によって取得された前記特定の情報を、前記置換後デバイス特定手段に
よって特定された前記置換後のデバイスに設定する特定情報設定手段としてコンピュータ
ーを機能させることを特徴とする。
【００２５】
　この構成により、本発明のデバイス管理プログラムは、デバイスの置換の予約に含まれ
る置換の予定時以前の特定の時点において置換前のデバイスから情報を取得しておくので
、置換後のデバイスがネットワークに接続された時点で置換前のデバイスがネットワーク
から既に外されている場合であっても、置換前のデバイスから取得した情報を置換後のデ
バイスに設定することができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明のデバイス管理システムおよびデバイス管理プログラムは、置換後のデバイスが
ネットワークに接続された時点で置換前のデバイスがネットワークから既に外されている
場合であっても、置換前のデバイスから取得した情報を置換後のデバイスに設定すること
ができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】（ａ）ＭＦＰの置換前の本発明の第１の実施の形態に係る画像形成システムのブ
ロック図である。　（ｂ）ＭＦＰの置換後の図１（ａ）に示す画像形成システムのブロッ
ク図である。
【図２】図１に示すデバイス管理システムのブロック図である。
【図３】図２に示す置換予約の一例を示す図である。
【図４】図２に示すマップ情報の一例を示す図である。
【図５】図１に示すＭＦＰのブロック図である。
【図６】図１に示す画像形成システムの動作のシーケンス図である。
【図７】図１に示す置換前のＭＦＰの表示部に表示される予約画面の一例を示す図である
。
【図８】図１に示す置換後のＭＦＰの表示部に表示される許可受付用画面の一例を示す図
である。
【図９】（ａ）ＭＦＰの置換前の本発明の第２の実施の形態に係る画像形成システムのブ
ロック図である。　（ｂ）ＭＦＰの置換後の図９（ａ）に示す画像形成システムのブロッ
ク図である。
【図１０】図９に示すデバイス管理システムのブロック図である。
【図１１】図１０に示す置換予約の一例を示す図である。
【図１２】図９に示す画像形成システムの動作のシーケンス図である。
【図１３】図９に示す置換前のＭＦＰの表示部に表示される予約画面の一例を示す図であ
る。
【図１４】図９に示す置換後のＭＦＰの表示部に表示される画面の一例を示す図である。
【図１５】図９に示す置換後のＭＦＰの表示部に表示される要求受付用画面の一例を示す
図である。
【図１６】（ａ）ＭＦＰの置換前の本発明の第３の実施の形態に係る画像形成システムの
ブロック図である。　（ｂ）ＭＦＰの置換後の図１６（ａ）に示す画像形成システムのブ
ロック図である。
【図１７】図１６に示すデバイス管理システムのブロック図である。
【図１８】図１７に示す置換予約の一例を示す図である。
【図１９】図１７に示す利用者情報の一例を示す図である。
【図２０】置換前のＭＦＰの特定情報を記憶するまでの図１６に示す画像形成システムの
動作のシーケンス図である。
【図２１】図１６に示すコンピューターの表示部に表示される予約画面の一例を示す図で
ある。
【図２２】置換前のＭＦＰの特定情報を記憶した後の図１６に示す画像形成システムの動
作のシーケンス図である。
【図２３】図１６に示すコンピューターの表示部に表示される要求受付用画面の一例を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００２９】
（第１の実施の形態）
　まず、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成システムの構成について説明する。
【００３０】
　図１（ａ）は、ＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）の置換
前の本実施の形態に係る画像形成システム１０のブロック図である。図１（ｂ）は、ＭＦ
Ｐの置換後の画像形成システム１０のブロック図である。
【００３１】
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　図１（ａ）に示す画像形成システム１０は、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ）、インターネットなどのネットワーク１１を介してデバイスを管理するデバイス
管理システム２０と、デバイスとしての複数のＭＦＰとを備えている。デバイス管理シス
テム２０と、ＭＦＰとは、ネットワーク１１を介して互いに通信可能に接続されている。
【００３２】
　図１（ｂ）に示す画像形成システム１０は、図１（ａ）に示す画像形成システム１０に
対してＭＦＰ３０がＭＦＰ４０に置換された状態である。すなわち、ＭＦＰ３０、ＭＦＰ
４０は、それぞれ、置換前のデバイス、置換後のデバイスである。
【００３３】
　デバイス管理システム２０は、ＭＦＰにおけるトナーの使用状況や、エラーが発生して
いるなどのＭＦＰにおける稼働状態などの各種の情報をＭＦＰのそれぞれから収集するシ
ステムである。デバイス管理システム２０は、ＭＦＰの管理者のオンプレミス環境または
クラウド上に存在している。
【００３４】
　図２は、デバイス管理システム２０のブロック図である。
【００３５】
　図２に示すように、デバイス管理システム２０は、種々の操作が入力されるマウスやキ
ーボードなどの入力デバイスである操作部２１と、種々の情報を表示するＬＣＤ（Ｌｉｑ
ｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などの表示デバイスである表示部２２と、Ｍ
ＦＰ３０（図１参照。）、ＭＦＰ４０（図１参照。）など、外部の装置とネットワーク１
１（図１参照。）経由で通信を実行する通信デバイスである通信部２３と、プログラムお
よび各種のデータを記憶しているＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの記憶
デバイスである記憶部２４と、デバイス管理システム２０全体を制御する制御部２５とを
備えている。デバイス管理システム２０は、例えばＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕ
ｔｅｒ）などのコンピューターによって構成されている。
【００３６】
　記憶部２４は、ネットワーク１１を介してＭＦＰを管理するデバイス管理プログラム２
４ａを記憶している。デバイス管理プログラム２４ａは、デバイス管理システム２０の製
造段階でデバイス管理システム２０にインストールされていても良いし、ＣＤ（Ｃｏｍｐ
ａｃｔ　Ｄｉｓｋ）、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）、ＵＳ
Ｂ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メモリーなどの記憶媒体からデバイス
管理システム２０に追加でインストールされても良いし、ネットワーク上からデバイス管
理システム２０に追加でインストールされても良い。
【００３７】
　記憶部２４は、ＭＦＰの置換の予約（以下「置換予約」と言う。）２４ｂを複数記憶す
ることができる。
【００３８】
　図３は、置換予約２４ｂの一例を示す図である。
【００３９】
　図３に示すように、置換予約２４ｂは、ＭＦＰの置換の予定時（以下「置換予定時」と
言う。）と、置換前のＭＦＰ（以下「置換前ＭＦＰ」と言う。）の識別情報としてのデバ
イスＩＤと、置換前ＭＦＰの位置情報とを含んでいる。
【００４０】
　図２に示すように、記憶部２４は、置換前ＭＦＰから取得した特定の情報（以下「特定
情報」と言う。）２４ｃを置換前ＭＦＰ毎に記憶することができる。ここで、特定情報２
４ｃは、置換前ＭＦＰに設定されていた各種の設定値や、アドレス帳などの情報である。
【００４１】
　記憶部２４は、デバイス管理システム２０による管理の対象のＭＦＰの位置情報を示す
マップ情報２４ｄを記憶することができる。
【００４２】
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　図４は、マップ情報２４ｄの一例を示す図である。
【００４３】
　図４に示すように、マップ情報２４ｄは、ＭＦＰの識別情報としてのデバイスＩＤと、
ＭＦＰの位置情報とをＭＦＰ毎に含んでいる。
【００４４】
　図２に示す制御部２５は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔ）と、プログラムおよび各種のデータを予め記憶しているＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏ
ｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）と、ＣＰＵの作業領域として用いられるＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）とを備えている。ＣＰＵは、ＲＯＭまたは記憶部２４に記
憶されているプログラムを実行するようになっている。
【００４５】
　制御部２５は、記憶部２４に記憶されているデバイス管理プログラム２４ａを実行する
ことによって、置換予約を受け付ける置換予約受付手段２５ａ、置換前ＭＦＰから特定情
報を取得する特定情報取得手段２５ｂ、置換前ＭＦＰに対する置換後のＭＦＰ（以下「置
換後ＭＦＰ」と言う。）を特定する置換後デバイス特定手段２５ｃ、置換後ＭＦＰに特定
情報を設定する特定情報設定手段２５ｄ、ＭＦＰの位置情報を取得する位置情報取得手段
２５ｅ、および、特定情報の設定の許可のための操作を受け付けるための許可受付用情報
を置換後ＭＦＰに送信する許可受付用情報送信手段２５ｆとして機能する。
【００４６】
　図５は、ＭＦＰ３０のブロック図である。
【００４７】
　図５に示すように、ＭＦＰ３０は、種々の操作が入力されるボタンなどの入力デバイス
である操作部３１と、種々の情報を表示するＬＣＤなどの表示デバイスである表示部３２
と、原稿から画像を読み取る読取デバイスであるスキャナー３３と、用紙などの記録媒体
に印刷を実行する印刷デバイスであるプリンター３４と、図示していない外部のファクシ
ミリ装置と公衆電話回線などの通信回線経由でファックス通信を実行するファックスデバ
イスであるファックス通信部３５と、ネットワーク１１（図１参照。）経由でデバイス管
理システム２０（図１参照。）など、外部の装置と通信を実行する通信デバイスである通
信部３６と、ＭＦＰ３０の位置情報を取得する例えばＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔ
ｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）受信機などの位置情報取得部３７と、各種のデータを記憶
しているＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍ
ｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＨＤＤなどの記憶デバイスである記
憶部３８と、ＭＦＰ３０全体を制御する制御部３９とを備えている。
【００４８】
　記憶部３８は、ＭＦＰ３０に設定されている各種の設定値や、アドレス帳などの特定情
報３８ａを記憶することができる。
【００４９】
　制御部３９は、例えば、ＣＰＵと、プログラムおよび各種のデータを記憶しているＲＯ
Ｍと、ＣＰＵの作業領域として用いられる主記憶デバイスとしてのＲＡＭとを備えている
。ＣＰＵは、ＲＯＭまたは記憶部３８に記憶されているプログラムを実行する。
【００５０】
　なお、ＭＦＰ４０（図１参照。）など、ＭＦＰ３０以外のＭＦＰの構成は、ＭＦＰ３０
の構成と同様である。
【００５１】
　次に、画像形成システム１０の動作について説明する。
【００５２】
　図６は、画像形成システム１０の動作のシーケンス図である。
【００５３】
　図６に示すように、ＭＦＰ３０の制御部３９は、ＭＦＰ３０の操作部３１を介して置換
の予約の開始が指示されると、置換の予約の開始をデバイス管理システム２０に指示する
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（Ｓ５１）。
【００５４】
　次いで、デバイス管理システム２０の置換予約受付手段２５ａは、Ｓ５１の指示に応じ
て置換の予約画面７０（図７参照。）の情報をＭＦＰ３０に送信する（Ｓ５２）。
【００５５】
　図７は、予約画面７０の一例を示す図である。
【００５６】
　図７に示す予約画面７０は、デバイス管理システム２０による管理の対象のＭＦＰの一
覧を置換前ＭＦＰの指定のために示す一覧表示領域７１と、置換予定時を受け付けるため
の複数のスピンボタン７２と、置換の予約を実行するためのＯＫボタン７３と、置換の予
約を中止するためのキャンセルボタン７４とを含む。
【００５７】
　利用者は、一覧表示領域７１に表示されているＭＦＰの中から置換の対象のＭＦＰ３０
をＭＦＰ３０の操作部３１を介して選択することができる。なお、一覧表示領域７１には
、マップ情報２４ｄの位置情報に基づいたマップ形式でＭＦＰが表示されていても良い。
【００５８】
　図６に示すように、ＭＦＰ３０の制御部３９は、Ｓ５２において送信されてきた情報に
基づいて図７に示す予約画面７０を表示部３２に表示し、予約画面７０に対する操作部３
１を介した指示に応じてＭＦＰ３０の置換の予約をデバイス管理システム２０に指示する
（Ｓ５３）。
【００５９】
　なお、Ｓ５１およびＳ５３の処理は、ＭＦＰ３０以外の装置において実行されても良い
。例えば、利用者は、図示していないＰＣなどのコンピューター、または、ＭＦＰ３０以
外のＭＦＰを介して、ＭＦＰ３０の置換の予約をデバイス管理システム２０に実行するこ
とができる。
【００６０】
　デバイス管理システム２０の置換予約受付手段２５ａは、Ｓ５３において指示された置
換予約を受け付ける（Ｓ５４）。ここで、置換予約受付手段２５ａは、予約画面７０のス
ピンボタン７２において指定された置換予定時と、予約画面７０の一覧表示領域７１にお
いて指定された置換前ＭＦＰのデバイスＩＤと、予約画面７０の一覧表示領域７１におい
て指定された置換前ＭＦＰにマップ情報２４ｄにおいて対応付けられている位置情報とを
含む置換予約２４ｂを記憶部２４に記憶させる。
【００６１】
　そして、デバイス管理システム２０の特定情報取得手段２５ｂは、記憶部２４上の置換
予約２４ｂに含まれる置換予定時以前の特定の時点において置換前ＭＦＰ、すなわち、Ｍ
ＦＰ３０に特定情報を要求する（Ｓ５５）。ここで、特定の時点は、例えば、置換予定時
が所属する日の何れかの時間である。例えば、特定の時点は、置換予定時が所属する日の
午前０時である。
【００６２】
　ＭＦＰ３０の制御部３９は、Ｓ５５における要求を受けて特定情報３８ａをエクスポー
トして、デバイス管理システム２０に送信する（Ｓ５６）。
【００６３】
　デバイス管理システム２０の特定情報取得手段２５ｂは、Ｓ５６においてＭＦＰ３０か
ら送信されてきた特定情報を取得すると、取得した特定情報を特定情報２４ｃとして、対
応する置換予約２４ｂと関連付けて記憶部２４に記憶させる（Ｓ５７）。
【００６４】
　利用者は、置換予定時になった時点で、ＭＦＰ３０の設置場所においてＭＦＰ３０をネ
ットワーク１１から外すとともに、ＭＦＰ３０の設置場所にＭＦＰ４０を設置してＭＦＰ
４０をネットワーク１１に接続させる。なお、ＭＦＰ４０の制御部は、ＭＦＰ４０の位置
情報取得部によって自身の位置情報を取得する。



(11) JP 6237593 B2 2017.11.29

10

20

30

40

50

【００６５】
　デバイス管理システム２０の位置情報取得手段２５ｅは、定期的にポーリングを行って
ＭＦＰ４０を検知し、ＭＦＰ４０から位置情報を取得する（Ｓ５８）。
【００６６】
　次いで、デバイス管理システム２０の置換後デバイス特定手段２５ｃは、Ｓ５８におい
て取得した位置情報に基づいてマップ情報２４ｄにおいてＭＦＰ３０をＭＦＰ４０に置換
後デバイス特定手段２５ｃによって書き換える（Ｓ５９）。すなわち、置換後デバイス特
定手段２５ｃは、マップ情報２４ｄに記憶されていたＭＦＰ３０の位置情報と、位置情報
取得手段２５ｅによって取得されたＭＦＰ４０の位置情報とが一致した場合に、ＭＦＰ３
０からＭＦＰ４０に置換されたと判断する。
【００６７】
　次いで、デバイス管理システム２０の許可受付用情報送信手段２５ｆは、許可受付用情
報をＭＦＰ４０に送信する（Ｓ６０）。ここで、許可受付用情報は、許可受付用画面８０
（図８参照。）の情報である。
【００６８】
　図８は、許可受付用画面８０の一例を示す図である。
【００６９】
　図８に示す許可受付用画面８０は、置換前ＭＦＰから取得した特定情報を置換後ＭＦＰ
に設定することを許可するか否かを問うメッセージ８１と、設定の許可のための操作を受
け付けるＯＫボタン８２と、設定の不許可のための操作を受け付けるキャンセルボタン８
３とを含む。
【００７０】
　図６に示すように、ＭＦＰ４０の制御部は、Ｓ６０において送信されてきた許可受付用
情報に基づいて図８に示す許可受付用画面８０をＭＦＰ４０の表示部に表示し、許可受付
用画面８０に対するＭＦＰ４０の操作部を介した指示に応じて設定の許可をデバイス管理
システム２０に指示する（Ｓ６１）。
【００７１】
　デバイス管理システム２０の特定情報設定手段２５ｄは、Ｓ６１において設定の許可の
指示を受け付けると、Ｓ５７において記憶していたＭＦＰ３０の特定情報２４ｃを、Ｓ５
９においてＭＦＰ３０に対する置換後ＭＦＰとして特定されたＭＦＰ４０に設定する（Ｓ
６２）。そして、ＭＦＰ４０の制御部は、デバイス管理システム２０から送信されてきた
特定情報をインポートする。
【００７２】
　なお、ＭＦＰ４０の制御部は、特定情報のインポート後に、特定情報の反映のために再
起動が必要な場合、利用者に再起動を促すメッセージをＭＦＰ４０の表示部に表示する。
【００７３】
　以上に説明したように、デバイス管理システム２０は、ＭＦＰの置換の予約に含まれる
置換予定時以前の特定の時点において置換前ＭＦＰから情報を取得しておく（Ｓ５５およ
びＳ５７）ので、置換後ＭＦＰがネットワーク１１に接続された時点で置換前ＭＦＰがネ
ットワーク１１から既に外されている場合であっても、置換前ＭＦＰから取得した情報を
置換後ＭＦＰに設定する（Ｓ６２）ことができる。
【００７４】
　デバイス管理システム２０は、置換前ＭＦＰから置換後ＭＦＰに置換されたことをＭＦ
Ｐの位置情報に基づいて自動的に判断する（Ｓ５８およびＳ５９）ことができるので、利
便性を向上することができる。
【００７５】
　なお、以上においては、ＭＦＰ４０の制御部がＭＦＰ４０の位置情報取得部によって自
身の位置情報を自動的に取得しているが、利用者がＭＦＰ４０にＭＦＰ４０の位置情報を
入力しても良い。
【００７６】
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　また、位置情報は、緯度および経度によって示されているが、他の方法によって示され
ていても良い。例えば、位置情報は、「本社の三階」などの表現によって示されても良い
。
【００７７】
　デバイス管理システム２０は、置換前ＭＦＰから取得した情報を置換後ＭＦＰに設定す
る許可が置換後ＭＦＰを介して利用者によってなされた場合に（Ｓ６１）、置換前ＭＦＰ
から取得した情報を置換後ＭＦＰに設定する（Ｓ６２）ので、置換前ＭＦＰから取得した
情報を置換後ＭＦＰに利用者の希望に応じて設定することができる。
【００７８】
　なお、デバイス管理システム２０は、Ｓ６０の処理を省略し、Ｓ５９の処理の後にＳ６
２の処理を自動的に実行しても良い。
【００７９】
　以上においては、ＭＦＰ４０の表示部に許可受付用画面８０を表示してＭＦＰ４０の操
作部を介して許可受付用画面８０に対する指示を受け付けているが、ＰＣなど、ＭＦＰ４
０以外のコンピューターに表示されることができるとともに、このコンピューターからＭ
ＦＰ４０に対する指示を受け付け可能であるＷｅｂページをＭＦＰ４０自身が備えている
場合には、このＷｅｂページによって許可受付用画面８０をＭＦＰ４０以外のコンピュー
ターに表示させても良い。
【００８０】
（第２の実施の形態）
　まず、本発明の第２の実施の形態に係る画像形成システムの構成について説明する。
【００８１】
　なお、本実施の形態に係る画像形成システムの構成のうち、第１の実施の形態に係る画
像形成システム１０（図１参照。）の構成と同様の構成については、画像形成システム１
０の構成と同一の符号を付して詳細な説明を省略する。
【００８２】
　図９（ａ）は、ＭＦＰの置換前の本実施の形態に係る画像形成システム１１０のブロッ
ク図である。図９（ｂ）は、ＭＦＰの置換後の画像形成システム１１０のブロック図であ
る。
【００８３】
　図９に示すように、画像形成システム１１０の構成は、画像形成システム１０（図１参
照。）がデバイス管理システム２０（図１参照。）に代えてデバイス管理システム１２０
を備えた構成と同様である。
【００８４】
　図９（ｂ）に示す画像形成システム１１０は、ＭＦＰ４０だけではなく、ＭＦＰ１３０
およびＭＦＰ１４０を備えている。ＭＦＰ１３０は、ＭＦＰ４０とは異なる型式、すなわ
ち、種類のＭＦＰである。ＭＦＰ１４０は、ＭＦＰ４０と同一の型式のＭＦＰである。Ｍ
ＦＰ４０、ＭＦＰ１３０およびＭＦＰ１４０は、ＭＦＰ３０に関する置換予約に含まれる
置換予定時以降にネットワーク１１に接続されるＭＦＰである。
【００８５】
　図１０は、デバイス管理システム１２０のブロック図である。
【００８６】
　図１０に示すように、デバイス管理システム１２０の構成は、デバイス管理システム２
０（図２参照。）がデバイス管理プログラム２４ａ（図２参照。）および置換予約２４ｂ
（図２参照。）に代えて、デバイス管理プログラム１２４ａおよび置換予約１２４ｂを備
えるとともに、デバイス管理システム２０がマップ情報２４ｄ（図２参照。）を備えてい
ない構成と同様である。
【００８７】
　図１１は、置換予約１２４ｂの一例を示す図である。
【００８８】
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　図１１に示すように、置換予約１２４ｂは、ＭＦＰの置換予定時と、置換前ＭＦＰの識
別情報としてのデバイスＩＤと、置換後ＭＦＰの型式と、パスワードとを含んでいる。
【００８９】
　図１０に示すように、制御部２５は、記憶部２４に記憶されているデバイス管理プログ
ラム１２４ａを実行することによって、置換予約を受け付ける置換予約受付手段１２５ａ
、置換前ＭＦＰから特定情報を取得する特定情報取得手段２５ｂ、置換前ＭＦＰに対する
置換後ＭＦＰを特定する置換後デバイス特定手段１２５ｃ、置換後ＭＦＰに特定情報を設
定する特定情報設定手段２５ｄ、および、特定情報の設定の要求のための操作を受け付け
るための要求受付用情報をネットワーク１１（図９参照。）上のＭＦＰに配信する要求受
付用情報配信手段１２５ｅとして機能する。
【００９０】
　次に、画像形成システム１１０の動作について説明する。
【００９１】
　図１２は、画像形成システム１１０の動作のシーケンス図である。
【００９２】
　図１２に示すように、ＭＦＰ３０の制御部３９は、ＭＦＰ３０の操作部３１を介して置
換の予約の開始が指示されると、置換の予約の開始をデバイス管理システム１２０に指示
する（Ｓ１５１）。
【００９３】
　次いで、デバイス管理システム１２０の置換予約受付手段１２５ａは、Ｓ１５１の指示
に応じて置換の予約画面１７０（図１３参照。）の情報をＭＦＰ３０に送信する（Ｓ１５
２）。
【００９４】
　図１３は、予約画面１７０の一例を示す図である。
【００９５】
　図１３に示す予約画面１７０は、デバイス管理システム１２０による管理の対象のＭＦ
Ｐの一覧を置換前ＭＦＰの指定のために示す一覧表示領域１７１と、置換予定時を受け付
けるための複数のスピンボタン１７２と、置換後ＭＦＰの型式を受け付けるためのテキス
トボックス１７３と、パスワードを受け付けるためのテキストボックス１７４と、置換の
予約を実行するためのＯＫボタン１７５と、置換の予約を中止するためのキャンセルボタ
ン１７６とを含む。
【００９６】
　利用者は、一覧表示領域１７１に表示されているＭＦＰの中から置換の対象のＭＦＰ３
０をＭＦＰ３０の操作部３１を介して選択することができる。
【００９７】
　図１２に示すように、ＭＦＰ３０の制御部３９は、Ｓ１５２において送信されてきた情
報に基づいて図１３に示す予約画面１７０を表示部３２に表示し、予約画面１７０に対す
る操作部３１を介した指示に応じてＭＦＰ３０の置換の予約をデバイス管理システム１２
０に指示する（Ｓ１５３）。
【００９８】
　なお、Ｓ１５１およびＳ１５３の処理は、ＭＦＰ３０以外の装置において実行されても
良い。例えば、利用者は、図示していないＰＣなどのコンピューター、または、ＭＦＰ３
０以外のＭＦＰを介して、ＭＦＰ３０の置換の予約をデバイス管理システム１２０に実行
することができる。
【００９９】
　デバイス管理システム１２０の置換予約受付手段１２５ａは、Ｓ１５３において指示さ
れた置換予約を受け付ける（Ｓ１５４）。ここで、置換予約受付手段１２５ａは、予約画
面１７０のスピンボタン１７２において指定された置換予定時と、予約画面１７０の一覧
表示領域１７１において指定された置換前ＭＦＰのデバイスＩＤと、予約画面１７０のテ
キストボックス１７３において指定された型式と、予約画面１７０のテキストボックス１
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７４において指定されたパスワードとを含む置換予約１２４ｂを記憶部２４に記憶させる
。
【０１００】
　そして、デバイス管理システム１２０の特定情報取得手段２５ｂと、ＭＦＰ３０の制御
部３９とは、Ｓ５５～Ｓ５７の処理と同様のＳ１５５～Ｓ１５７の処理を実行する。
【０１０１】
　利用者は、置換予定時になった時点で、ＭＦＰ３０の設置場所においてＭＦＰ３０をネ
ットワーク１１から外す。また、利用者は、置換予定時以降にＭＦＰ４０を設置してＭＦ
Ｐ４０をネットワーク１１に接続させる。なお、ＭＦＰ１３０およびＭＦＰ１４０も、置
換予定時以降に設置されて、ネットワーク１１に接続させられる。
【０１０２】
　デバイス管理システム１２０の要求受付用情報配信手段１２５ｅは、定期的にポーリン
グを行うことによって、置換予約１２４ｂに含まれる置換予定時以降に新たにネットワー
ク１１に接続されていて、しかも、その置換予約１２４ｂに含まれる型式と型式が同一で
あるＭＦＰ４０およびＭＦＰ１４０を検知し、検出したＭＦＰ４０およびＭＦＰ１４０の
みに要求受付用情報をマルチキャストなどの方法によって配信する（Ｓ１５８）。ここで
、要求受付用情報は、要求受付用画面１９０（図１５参照。）を表示するためのメニュー
ボタン１８５（図１４参照。）の情報である。
【０１０３】
　図１４は、ＭＦＰ４０の表示部に表示される画面１８０の一例を示す図である。
【０１０４】
　図１４に示す画面１８０は、各種のボタン１８１～１８４と、要求受付用画面１９０（
図１５参照。）を表示するためのメニューボタン１８５とを含む。
【０１０５】
　ＭＦＰ４０の制御部は、Ｓ１５８において配信されてきた要求受付用情報に基づいて図
１４に示すようにメニューボタン１８５を、ＭＦＰ４０の表示部に表示される全ての画面
１８０に追加する。
【０１０６】
　そして、ＭＦＰ４０の制御部は、ＭＦＰ４０の操作部を介してメニューボタン１８５が
押されると、ＭＦＰ４０の表示部に要求受付用画面１９０を表示する。
【０１０７】
　図１５は、要求受付用画面１９０の一例を示す図である。
【０１０８】
　図１５に示す要求受付用画面１９０は、パスワードを受け付けるためのテキストボック
ス１９１と、設定の要求のための操作を受け付けるＯＫボタン１９２と、設定の要求を中
止するための操作を受け付けるキャンセルボタン１９３とを含む。
【０１０９】
　図１２に示すように、ＭＦＰ４０の制御部は、図１５に示す要求受付用画面１９０に対
するＭＦＰ４０の操作部を介した指示に応じて設定の要求をデバイス管理システム１２０
に送信する（Ｓ１５９）。
【０１１０】
　次いで、デバイス管理システム１２０の置換後デバイス特定手段１２５ｃは、Ｓ１５９
において送信されてきた要求に含まれるパスワードが置換予約１２４ｂに含まれているか
否かを確認し（Ｓ１６０）、Ｓ１５９において送信されてきた要求に含まれるパスワード
が置換予約１２４ｂに含まれている場合に、要求を送信してきたＭＦＰ４０を置換後ＭＦ
Ｐとして特定する。
【０１１１】
　そして、デバイス管理システム１２０の特定情報設定手段２５ｄは、Ｓ１５７において
記憶していたＭＦＰ３０の特定情報２４ｃを、Ｓ１６０においてＭＦＰ３０に対する置換
後ＭＦＰとして特定されたＭＦＰ４０に設定する（Ｓ１６１）。そして、ＭＦＰ４０の制
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御部は、デバイス管理システム１２０から送信されてきた特定情報をインポートする。
【０１１２】
　なお、ＭＦＰ４０の制御部は、特定情報のインポート後に、特定情報の反映のために再
起動が必要な場合、利用者に再起動を促すメッセージをＭＦＰ４０の表示部に表示する。
また、ＭＦＰ４０の制御部は、特定情報のインポート後に、ＭＦＰ４０の表示部に表示さ
れる全ての画面１８０からメニューボタン１８５を削除する。
【０１１３】
　以上に説明したように、デバイス管理システム１２０は、ＭＦＰの置換の予約に含まれ
る置換予定時以前の特定の時点において置換前ＭＦＰから情報を取得しておく（Ｓ１５５
およびＳ１５７）ので、置換後ＭＦＰがネットワーク１１に接続された時点で置換前ＭＦ
Ｐがネットワーク１１から既に外されている場合であっても、置換前ＭＦＰから取得した
情報を置換後ＭＦＰに設定する（Ｓ１６１）ことができる。
【０１１４】
　デバイス管理システム１２０は、置換前ＭＦＰから取得した情報を置換後ＭＦＰに設定
する要求が置換後ＭＦＰを介して利用者によってなされた場合に（Ｓ１５９）、置換前Ｍ
ＦＰから取得した情報を置換後ＭＦＰに設定する（Ｓ１６１）ので、置換前ＭＦＰから取
得した情報を置換後ＭＦＰに利用者の希望のタイミングで設定することができる。
【０１１５】
　デバイス管理システム１２０は、ネットワーク１１上のＭＦＰのうち、置換予約１２４
ｂに含まれる型式のＭＦＰのみに要求受付用情報を配信する（Ｓ１５８）ので、置換後Ｍ
ＦＰではないことが明確なＭＦＰに要求受付用情報を配信しない。したがって、デバイス
管理システム１２０は、置換前ＭＦＰから取得した情報を置換後ＭＦＰに設定する要求を
要求受付用情報に基づいて受け付けるＭＦＰが限定され、ＭＦＰの使用者に要求受付用情
報に基づいた不要な判断をさせる可能性を低減することができる。
【０１１６】
　なお、デバイス管理システム１２０は、型式に関係なく要求受付用情報をＭＦＰに配信
しても良い。
【０１１７】
　デバイス管理システム１２０は、置換前ＭＦＰから取得した情報を置換後ＭＦＰに設定
する要求が、パスワードを認識している利用者以外の者によってなされた場合に、置換前
ＭＦＰから取得した情報を置換後ＭＦＰに設定しないので、置換前ＭＦＰから取得した情
報が第三者に漏れ出すことを防止することができる。
【０１１８】
　なお、デバイス管理システム１２０は、パスワードによる確認を行わない構成でも良い
。
【０１１９】
　以上においては、ＭＦＰ４０の表示部に表示される画面１８０にメニューボタン１８５
を追加してＭＦＰ４０の操作部を介してメニューボタン１８５に対する指示を受け付けて
いるが、ＰＣなど、ＭＦＰ４０以外のコンピューターに表示されることができるとともに
、このコンピューターからＭＦＰ４０に対する指示を受け付け可能であるＷｅｂページを
ＭＦＰ４０自身が備えている場合には、このＷｅｂページにメニューボタン１８５を追加
しても良い。同様に、ＭＦＰ４０のＷｅｂページによって要求受付用画面１９０をＭＦＰ
４０以外のコンピューターに表示させても良い。
【０１２０】
（第３の実施の形態）
　まず、本発明の第３の実施の形態に係る画像形成システムの構成について説明する。
【０１２１】
　なお、本実施の形態に係る画像形成システムの構成のうち、第１の実施の形態に係る画
像形成システム１０（図１参照。）の構成と同様の構成については、画像形成システム１
０の構成と同一の符号を付して詳細な説明を省略する。
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【０１２２】
　図１６（ａ）は、ＭＦＰの置換前の本実施の形態に係る画像形成システム２１０のブロ
ック図である。図１６（ｂ）は、ＭＦＰの置換後の画像形成システム２１０のブロック図
である。
【０１２３】
　図１６に示すように、画像形成システム２１０の構成は、画像形成システム１０（図１
参照。）がデバイス管理システム２０（図１参照。）に代えてデバイス管理システム２２
０を備えるとともに、画像形成システム１０がコンピューター２３０を備えた構成と同様
である。コンピューター２３０は、例えばＰＣなどのコンピューターによって構成されて
いる。
【０１２４】
　図１７は、デバイス管理システム２２０のブロック図である。
【０１２５】
　図１７に示すように、デバイス管理システム２２０の構成は、デバイス管理システム２
０（図２参照。）がデバイス管理プログラム２４ａ（図２参照。）および置換予約２４ｂ
（図２参照。）に代えて、デバイス管理プログラム２２４ａおよび置換予約２２４ｂを備
えるとともに、デバイス管理システム２０がマップ情報２４ｄ（図２参照。）を備えてお
らず利用者情報２２４ｄを備えている構成と同様である。
【０１２６】
　図１８は、置換予約２２４ｂの一例を示す図である。
【０１２７】
　図１８に示すように、置換予約２２４ｂは、ＭＦＰの置換予定時と、置換前ＭＦＰの識
別情報としてのデバイスＩＤと、置換後ＭＦＰの型式と、利用者の識別情報としての利用
者ＩＤとを含んでいる。
【０１２８】
　図１９は、利用者情報２２４ｄの一例を示す図である。
【０１２９】
　図１９に示すように、利用者情報２２４ｄは、利用者の識別情報としての利用者ＩＤと
、利用者のパスワードとを利用者毎に含んでいる。
【０１３０】
　図１７に示すように、制御部２５は、記憶部２４に記憶されているデバイス管理プログ
ラム２２４ａを実行することによって、置換予約を受け付ける置換予約受付手段２２５ａ
、置換前ＭＦＰから特定情報を取得する特定情報取得手段２５ｂ、置換前ＭＦＰに対する
置換後ＭＦＰを特定する置換後デバイス特定手段２２５ｃ、置換後ＭＦＰに特定情報を設
定する特定情報設定手段２５ｄ、ＭＦＰの登録を受け付ける登録受付手段２２５ｅ、およ
び、特定情報の設定の要求のための操作を受け付けるための要求受付用情報を登録の入力
元に送信する要求受付用情報送信手段２２５ｆとして機能する。
【０１３１】
　次に、画像形成システム２１０の動作について説明する。
【０１３２】
　図２０は、置換前ＭＦＰの特定情報を記憶するまでの画像形成システム２１０の動作の
シーケンス図である。
【０１３３】
　図２０に示すように、コンピューター２３０の制御部は、デバイス管理システム２２０
のＷｅｂページのログイン画面を表示部に表示している状態で、ログイン画面からのデバ
イス管理システム２２０へのログインがコンピューター２３０の操作部を介して指示され
ると、ログイン画面に入力された利用者ＩＤおよびパスワードの組み合わせをデバイス管
理システム２２０に送信することによって、デバイス管理システム２２０にログインを要
求する（Ｓ２５１）。
【０１３４】
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　そして、デバイス管理システム２２０の制御部２５は、コンピューター２３０から送信
されてきた利用者ＩＤおよびパスワードの組み合わせが利用者情報２２４ｄに含まれてい
るか否かを確認し、コンピューター２３０から送信されてきた利用者ＩＤおよびパスワー
ドの組み合わせが利用者情報２２４ｄに含まれている場合には利用者のログインを許可す
る（Ｓ２５２）。
【０１３５】
　次いで、コンピューター２３０の制御部は、コンピューター２３０の操作部を介して置
換の予約の開始が指示されると、置換の予約の開始をデバイス管理システム２２０に指示
する（Ｓ２５３）。
【０１３６】
　次いで、デバイス管理システム２２０の置換予約受付手段２２５ａは、Ｓ２５３の指示
に応じて置換の予約画面２７０（図２１参照。）の情報をＭＦＰ３０に送信する（Ｓ２５
４）。
【０１３７】
　図２１は、予約画面２７０の一例を示す図である。
【０１３８】
　図２１に示す予約画面２７０は、デバイス管理システム２２０による管理の対象のＭＦ
Ｐの一覧を置換前ＭＦＰの指定のために示す一覧表示領域２７１と、置換予定時を受け付
けるための複数のスピンボタン２７２と、置換後ＭＦＰの型式を受け付けるためのテキス
トボックス２７３と、置換の予約を実行するためのＯＫボタン２７４と、置換の予約を中
止するためのキャンセルボタン２７５とを含む。
【０１３９】
　利用者は、一覧表示領域２７１に表示されているＭＦＰの中から置換の対象のＭＦＰ３
０をコンピューター２３０の操作部を介して選択することができる。
【０１４０】
　図２０に示すように、コンピューター２３０の制御部は、Ｓ２５４において送信されて
きた情報に基づいて図２１に示す予約画面２７０を表示部に表示し、予約画面２７０に対
する操作部を介した指示に応じてＭＦＰ３０の置換の予約をデバイス管理システム２２０
に指示する（Ｓ２５５）。
【０１４１】
　デバイス管理システム２２０の置換予約受付手段２２５ａは、Ｓ２５５において指示さ
れた置換予約を受け付ける（Ｓ２５６）。ここで、置換予約受付手段２２５ａは、予約画
面２７０のスピンボタン２７２において指定された置換予定時と、予約画面２７０の一覧
表示領域２７１において指定された置換前ＭＦＰのデバイスＩＤと、予約画面２７０のテ
キストボックス２７３において指定された型式と、ログイン中の利用者の利用者ＩＤとを
含む置換予約２２４ｂを記憶部２４に記憶させる。
【０１４２】
　そして、デバイス管理システム２２０の特定情報取得手段２５ｂと、ＭＦＰ３０の制御
部３９とは、Ｓ５５～Ｓ５７の処理と同様のＳ２５７～Ｓ２５９の処理を実行する。
【０１４３】
　図２２は、置換前ＭＦＰの特定情報を記憶した後の画像形成システム２１０の動作のシ
ーケンス図である。
【０１４４】
　利用者は、置換予定時になった時点で、ＭＦＰ３０の設置場所においてＭＦＰ３０をネ
ットワーク１１から外すとともに、ＭＦＰ４０を設置してＭＦＰ４０をネットワーク１１
に接続させる。
【０１４５】
　図２２に示すように、コンピューター２３０の制御部は、Ｓ２５１の処理と同様に、コ
ンピューター２３０の操作部を介した指示に応じてデバイス管理システム２２０にログイ
ンを要求する（Ｓ２６１）。
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【０１４６】
　そして、デバイス管理システム２２０の制御部２５は、Ｓ２５２の処理と同様に、利用
者のログインを許可する（Ｓ２６２）。
【０１４７】
　次いで、コンピューター２３０の制御部は、コンピューター２３０の操作部を介した指
示に応じて新たなＭＦＰ、すなわち、ＭＦＰ４０の登録を要求する（Ｓ２６３）。
【０１４８】
　デバイス管理システム２２０の登録受付手段２２５ｅは、Ｓ２６３における要求に応じ
て、ＭＦＰ４０の登録を受け付ける（Ｓ２６４）。
【０１４９】
　次いで、デバイス管理システム２２０の要求受付用情報送信手段２２５ｆは、Ｓ２６４
において受け付けたＭＦＰ４０の登録の要求者、すなわち、ログイン中の利用者の利用者
ＩＤを含む置換予約２２４ｂが存在する場合であって、この置換予約２２４ｂに含まれる
型式とＭＦＰ４０の型式が同一である場合に、この置換予約２２４ｂに対する要求受付用
情報をＭＦＰ４０の登録の入力元、すなわち、コンピューター２３０に送信する（Ｓ２６
５）。ここで、要求受付用情報は、要求受付用画面２８０（図２３参照。）の情報である
。
【０１５０】
　図２３は、要求受付用画面２８０の一例を示す図である。
【０１５１】
　図２３に示す要求受付用画面２８０は、置換前ＭＦＰから取得した特定情報を置換後Ｍ
ＦＰに設定することを要求するか否かを問うメッセージ２８１と、設定の要求のための操
作を受け付けるＯＫボタン２８２と、設定の要求を中止するための操作を受け付けるキャ
ンセルボタン２８３とを含む。
【０１５２】
　図２２に示すように、コンピューター２３０の制御部は、Ｓ２６５において送信されて
きた要求受付用情報に基づいて図２３に示す要求受付用画面２８０をコンピューター２３
０の表示部に表示し、要求受付用画面２８０に対するコンピューター２３０の操作部を介
した指示に応じて設定の要求をデバイス管理システム２２０に指示する（Ｓ２６６）。
【０１５３】
　したがって、デバイス管理システム２２０の置換後デバイス特定手段２２５ｃは、Ｓ２
６５において要求受付用情報が送信されたコンピューター２３０からＳ２６６において要
求が送信されてきたので、Ｓ２６４において受け付けられたＭＦＰ４０を置換後ＭＦＰと
して特定する。そして、デバイス管理システム２２０の特定情報設定手段２５ｄは、Ｓ２
５９において記憶していたＭＦＰ３０の特定情報２４ｃを、ＭＦＰ３０に対する置換後Ｍ
ＦＰとして特定されたＭＦＰ４０に設定する（Ｓ２６７）。そして、ＭＦＰ４０の制御部
は、デバイス管理システム２２０から送信されてきた特定情報をインポートする。
【０１５４】
　なお、ＭＦＰ４０の制御部は、特定情報のインポート後に、特定情報の反映のために再
起動が必要な場合、利用者に再起動を促すメッセージをＭＦＰ４０の表示部に表示する。
【０１５５】
　以上に説明したように、デバイス管理システム２２０は、ＭＦＰの置換の予約に含まれ
る置換予定時以前の特定の時点において置換前ＭＦＰから情報を取得しておく（Ｓ２５７
およびＳ２５９）ので、置換後ＭＦＰがネットワーク１１に接続された時点で置換前ＭＦ
Ｐがネットワーク１１から既に外されている場合であっても、置換前ＭＦＰから取得した
情報を置換後ＭＦＰに設定する（Ｓ２６７）ことができる。
【０１５６】
　デバイス管理システム２２０は、置換前ＭＦＰから取得した情報を置換後ＭＦＰに設定
する要求が置換後ＭＦＰの登録の入力元、すなわち、コンピューター２３０を介して利用
者によってなされた（Ｓ２６６）場合に、置換前ＭＦＰから取得した情報を置換後ＭＦＰ
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に設定する（Ｓ２６７）ので、置換前ＭＦＰから取得した情報を置換後ＭＦＰに利用者の
希望のタイミングで設定することができる。
【０１５７】
　デバイス管理システム２２０は、置換予約２２４ｂにおいて特定される利用者が新たな
ＭＦＰの登録を要求した（Ｓ２６３）場合に、置換前ＭＦＰから取得した情報を置換後Ｍ
ＦＰに設定する要求のための操作を受け付けるための要求受付用情報を送信する（Ｓ２６
５）ので、置換前ＭＦＰから取得した情報が第三者に漏れ出すことを防止することができ
る。
【０１５８】
　なお、デバイス管理システム２２０は、新たなＭＦＰの登録を要求した利用者に関わら
ず、新たなＭＦＰの登録が要求された場合に要求受付用情報を、新たなＭＦＰの登録の入
力元に送信しても良い。
【０１５９】
　デバイス管理システム２２０は、Ｓ２６４において登録が受け付けられた新たなＭＦＰ
の型式が置換予約２２４ｂに含まれている場合に要求受付用情報を送信する（Ｓ２６５）
ので、置換後ＭＦＰではないことが明確なＭＦＰが新たに登録されても要求受付用情報を
送信しない。したがって、デバイス管理システム２２０は、ＭＦＰの登録者に要求受付用
情報に基づいた不要な判断をさせる可能性を低減することができる。
【０１６０】
　なお、デバイス管理システム２２０は、新たなＭＦＰの型式に関わらず、新たなＭＦＰ
の登録が要求された場合に要求受付用情報を送信しても良い。
【０１６１】
　以上においてコンピューター２３０が使用されている動作は、ＭＦＰによって置き換え
ることが可能である。例えば、図２０に示す動作においては、コンピューター２３０の代
わりにＭＦＰ３０などのＭＦＰが使用されても良い。また、図２２に示す動作においては
、コンピューター２３０の代わりにＭＦＰ４０などのＭＦＰが使用されても良い。
【０１６２】
　本発明の「デバイス管理システム」は、上述の各実施の形態において１つのコンピュー
ターによって構成されているが、複数のコンピューターによって構成されても良い。
【０１６３】
　本発明の「デバイス」は、上述の各実施の形態においてＭＦＰであるが、プリンター専
用機など、ＭＦＰ以外の画像形成装置であっても良いし、ＰＣなど、画像形成装置以外の
デバイスであっても良い。
【符号の説明】
【０１６４】
　１１　ネットワーク
　２０　デバイス管理システム
　２４ａ　デバイス管理プログラム
　２４ｂ　置換予約（予約）
　２４ｃ　特定情報（特定の情報）
　２５ａ　置換予約受付手段
　２５ｂ　特定情報取得手段
　２５ｃ　置換後デバイス特定手段
　２５ｄ　特定情報設定手段
　２５ｅ　位置情報取得手段
　２５ｆ　許可受付用情報送信手段
　３０　ＭＦＰ（置換前のデバイス）
　３８ａ　特定情報（特定の情報）
　４０　ＭＦＰ（置換後のデバイス）
　１２０　デバイス管理システム
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　１２４ａ　デバイス管理プログラム
　１２４ｂ　置換予約（予約）
　１２５ａ　置換予約受付手段
　１２５ｃ　置換後デバイス特定手段
　１２５ｅ　要求受付用情報配信手段
　１３０、１４０　ＭＦＰ（デバイス）
　２２０　デバイス管理システム
　２２４ａ　デバイス管理プログラム
　２２４ｂ　置換予約（予約）
　２２５ａ　置換予約受付手段
　２２５ｃ　置換後デバイス特定手段
　２２５ｅ　登録受付手段
　２２５ｆ　要求受付用情報送信手段
　２３０　コンピューター（デバイスの登録の入力元）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】
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